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1. FAQ（よくある質問）の検索機能を設けました。 
〔→ 目次へ〕 

メインメニュー上部に［FAQ検索］ボタンを配置しました。 

 
 
［FAQ検索］ボタンを押すとWEBブラウザが起動し、FAQ一覧に展開します。 
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必要な情報を絞り込んで表示するためには、次のようにボタン左側のボックスに検索語句

を入力してください。 

 
 
タイトル及び内容に検索語句を含んだ FAQのみ抽出されます。 

 
 
※ 本機能をご利用いただくためには、インターネットを閲覧できる環境が必要です。 
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2. 操作ログ閲覧機能を強化しました。 
〔→ 目次へ〕 

操作ログは［マスターデータ登録画面］→［ログ閲覧］ボタンから参照できます。 

 
 
記録範囲が拡大し、操作を加えた物件名・号室なども確認することができるようになりま

した。 
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3. 新規帳票の追加・既存帳票の変更を行いました。 
〔→ 目次へ〕 

3-1. 賃貸借契約書
3-1-1. 契約書表紙を追加しました。 
契約書表紙は［部屋情報詳細画面］→［契約書表紙］ボタンから出力します。 

 
 
次のように出力されます。裏表紙には自社情報が反映します。 

＜裏表紙＞           ＜表紙＞ 

 
 
※ 画面は A3です。A3、B4は見開きで、A4は表紙、裏表紙で各一枚ずつ出力されます。 
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3-1-2. 「（1）賃貸借の目的物の表示等」における「種類」の反映元を、「部屋登録種類」か
ら「物件登録種類」に変更しました。「部屋登録種類」は「（2）賃貸借条件」の「使用目的」
に反映します。 

 
 
今後、［物件情報詳細画面］から種類を指定してください。 

 
 

登録種類は  ボタンからマスター入力することができますが、登録種類欄に直接入力す

ることもできます。リストに入力したい種類がない場合は、マスターデータ登録画面から

マスター項目を追加するか、欄に直接入力してください。 

 

5 



 

3-1-3. 事業用賃貸借契約書（定借権）を追加しました。 
［部屋情報詳細画面］→［賃貸借契約書（事業用）］ボタンから出力します。 

 
 
 
3-1-4. 更新契約書（簡易版）の連帯保証人署名欄を 2人分に拡大しました。 
次のように出力されます。 
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3-2. 重要事項説明書 
 
3-2-1. 重要事項説明書の発行日を手書用に年月日を表示せずに出力できるようにしました。 
 
まず、重要事項説明書初回展開時の日付が自動的に発行日として登録されます。 
これを次のように［Delete］キー又は［BackSpace］キーで空欄にしてください。 

 
 
すると、表示が「平成  年  月  日」に切り替わります。 

 
 
この状態で、画面上部の［印刷開始］ボタンで出力してください。重要事項説明書を閉じ

ると、再展開時に日付が自動入力されてしまいます。 
 
※ 画面は居住用ですが、事業用、定借権も同様です。 
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3-2-2. 「電力会社」「ガス会社」「水道会社」の情報表示欄を追加しました。 
まず、マスターデータ登録画面から「電力会社」「ガス会社」「水道会社」の情報を入力し

ます。［電気］［ガス］［水道］ボタンを配置されましたので、これを押してください。 

 
 
押したボタンに対応したライフライン登録画面が展開します。下は［電気］ボタンを押し

た場合です。ここで電気会社の情報を登録してください。 

 

⑤④③② ① 
 
ここでは、複数の電気会社情報を登録することができます。①～⑤のレコードセレクタを

ご利用ください。 
① 先頭のレコードに移動 
② 次のレコードに移動 
③ 末尾のレコードに移動 
④ 新しいレコードを作成 
⑤ レコード最大表示数を設定（初期値 10,000件。通常は使用しません。） 
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次に、物件情報詳細画面から［ライフライン入力］ボタンを押してください。 

 
 
ライフライン設定画面が展開します。マスター登録した「電力会社」「ガス会社」「水道会

社」をプルダウンから選択してください。 

 
 
重要事項説明書には次のように表示されます。 

 
 
※ 画面は居住用ですが、事業用、定借権も同様です。 
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3-3. 入居時精算書
3-3-1. 入居時精算書に自由に使える清算項目を 2段追加しました。 
編集画面から項目名及び金額を直接入力してください。登録内容は領収書にも連動します。 

 
 
 
3-3-2. 「仲介料」「礼金」などの一時金項目の金額を変更できるようにしました。 
入居時精算書から金額を直接編集してください。［データ収集］をすると、元のデータに戻

すことができます。 
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3-3-3. 家主様向け入居時精算書に「領収証」を追加しました。 
 

 
 
 
次のように出力されます。金額は「入居時精算書（家主様用）」から反映します。 
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3-4. 連帯保証人承諾書
3-4-1. 貸主署名欄を除去しました。 
前回のバージョンアップ（2.2.5）で追加された署名欄を削除しました。（書式 1、書式 2共） 
 

＜変更前＞               ＜変更後＞ 

     
 
 
 
3-4-2. 下部に自由に使える雛型部分を設けました。（書式 1、書式 2共） 
標準帳票は空欄ですが、必要に応じて個人情報保護の取り扱いについての明記などにご利

用ください。 
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3-4-3. レイアウトに変更を加えました。 
① 貸主に「敬称」を付与しました。選択した「敬称」が貸主欄に反映します。 
②「所在地」欄を「貸主」欄の上から「物件名」欄の下に移動しました。 
（連帯保証人承諾書 1のみ） 
③「付属施設料」「雑費」を反映させます。（連帯保証人承諾書 1のみ） 

 
 

 

①

③ 

② 
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3-5. 入居申込書
入居申込書のフォーマットを大幅に変更しました。入居申込書は物件情報管理画面から出

力します。 

 
 
次のように出力されます。全体的に変更されておりますのでご利用の前にご確認ください。 
 

 
 
※ 画面は住居・個人用ですが、5種類全て変更されております。 
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3-6. 解約通知書
解約通知書のフォーマットを大幅に変更しました。 
次のように出力されます。全体的に変更されておりますのでご利用の前にご確認ください。 

 
 
 
3-7. 修繕負担表
注記部分を雛型対応項目に変更し編集できるようにしました。 
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3-8. 請求書一覧表
請求書一覧表に「契約者名」欄を追加しました。請求書一覧表は［請求書入力画面］から

出力します。 

 
 
契約者名」は次のように表示されます。 「

 

 
 

拡大表示＞ 

 
 
＜
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4. 一覧表、ファイル出力にいくつかの機能・項目を追加しました。 
〔→ 目次へ〕 

4-1. 新規［一覧表出力］［ファイル出力］ボタンの配置 
「更新案内画面」、「契約者情報管理画面」、「定期契約終了通知画面」に［一覧表出力］［フ

ァイル出力］ボタンを新たに配置しました。それぞれの画面に関連した情報を出力するこ

とができます。 
＜契約者情報管理画面＞ 

 
 
 
4-2. 出力対応項目を追加しました。 
・ 「管理会社」  ： ［物件情報管理画面］→［物件情報］タブ 
・ 「連帯保証人」 ： ［物件情報管理画面］→［部屋情報］タブ 
・ 「契約者 FAX」 ： ［物件情報管理画面］→［部屋情報］タブ 
※ ［物件情報］⇔［部屋情報］タブに応じた内容で出力されます。 

 

※
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5. 各画面に検索項目を追加しました。 
〔→ 目次へ〕 

・ 「入居日」  ： 物件情報管理画面 
・ 「解約日」  ： 契約者情報管理画面 
・ 「部屋管理番号」 ： 契約者情報管理画面 
・ 「契約者携帯」 ： 契約者情報管理画面 
・ 「部屋登録種類」 ： 更新案内画面 
・ 「物件名称」  ： 空き物件検索画面 
・ 「学校区」  ： 空き物件検索画面 
・ 「家主氏名」  ： 空き物件検索画面 
・ 「年月分」  ： 入金情報管理画面 
・ 「契約状況」  ： 督促状作成画面 
 
＜年月分＞（入金情報管理画面） 

 
 
画像のように追加された検索項目が検索パネル上に配置されています。 
 
追加された項目は、どれも多くのご要望から実装を決定したもので、工夫次第で非常に便

利な使い方ができます。例えば、空き物件検索画面における「家主氏名」検索を利用する

ことで、家主ごとの空き物件一覧表の出力などができます。 
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6. 部屋情報詳細画面にいくつかの機能・項目を追加しました。 
〔→ 目次へ〕 

6-1. 入居日のマスター入力にリフォーム状態を追加しました。（基本情報タブ） 
ボタンを押し入居日入力画面に展開してください。 

 
 
選択項目にリフォーム状態が追加されています。物件情報管理画面で、登録した「入居日」

を条件に検索することができます。（前ページ参照） 

 
 
※ リストに項目がない場合は、入居日欄に直接入力してください。 
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6-2. 「一時金の自動計算時に駐車料を加算」チェックボックスを配置しました。 
（賃料/契約一時金タブ） 
チェックを入れた場合は、「敷金」「礼金」「仲介料」○ヶ月分の計算に「駐車料」を考慮し

ます。チェックを外すと、「賃料」のみに○ヶ月分をかけ結果を算出します。 
（チェックの有無に関わらず、自動計算された一時金は直接編集することが可能です。） 

 
 
 
6-3. 設備項目を追加しました。（設備情報タブ） 
① コンロ種類に「IH」を追加しました。 
② エアコン種類に「セントラルヒーティング」を追加しました。 
③ 共聴設備種類に「CATV」を追加しました。 

 

①

②

③

 
また、本バージョンからから［電気会社］［ガス会社］［水道会社］の情報を登録できるよ

うになりました。こちらもご確認ください。（8ページ参照） 

20 



 

6-4. ［予約情報］タブを追加しました。 
［予約情報］タブでは、複数の予約者を入力することができます。新築物件で複数の予約

があるような場合や、前契約者の退居処理前に次の契約者の情報を入力するような場合に

ご利用ください。 
 
まず、［追加］ボタンでレコードを作成し、予約者の情報を入力します。 

 
 
次に、契約状況が「契約申込」の状態で、［契約情報に反映］ボタンを押します。 

 
※ 前契約者が「契約中」の場合には本操作はできません。予め「解約」処理を行い、新た
に契約状況を「契約申込」にする必要があります。 
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次のダイアログメッセージが表示されます。 

 
 
［OK］ボタンを押すと選択した予約者（レコードセレクタが付いた予約者）の情報が［契
約情報］タブに反映します。 

 
 
不要な予約情報を削除するときは、［削除］／［すべて削除］ボタンをご利用ください。 
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また、予約情報が入力された状態で新規契約処理をすると、予約情報削除のダイアログメ

ッセージが表示されます。 

 
 
次のダイアログメッセージで［はい］をクリックすると、この部屋の予約情報タブの全レ

コードが削除されます。予約情報を残す場合は［いいえ］をクリックしてください。 

 
 
次の画面は予約情報の削除を行った場合です。 
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7. 更新案内画面にいくつかの機能を追加しました。 
〔→ 目次へ〕 

7-1. ［更新時入金情報を追加］プルダウンを設け、入金情報自動追加の有無をマスター設
定できるようにしました。 

 
 
まず、プルダウンから「する」「しない」を選択します。この設定はデータベースに記録さ

れデフォルトとして機能します。 

 
更新処理時の「入金情報を追加する」チェックの有無に反映します。更新処理時に個別に

チェックを設定することも可能です。 
＜個別更新＞（更新案内画面、部屋情報詳細画面） 

 
 
＜一括自動更新＞（更新案内画面） 
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7-2. 契約更新時向け連帯保証人引受承諾書を追加しました。 
「契約更新時向け連帯保証人引受承諾書」は更新案内画面から出力します。 
まず、書式を 1、2から選択してください。 

 
 
次に［連帯保証人承諾書］ボタンを押すと、連帯保証人引受承諾書の編集画面に展開しま

す。印刷時は次のように出力されます。（※ 画面は書式 2です） 
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7-3. 更新契約書において、入居者年齢を生年月日から自動計算するようにしました。 
入居者生年月日は［部屋情報詳細画面］→［契約情報］タブ→［入居者/保証人］ボタンか
ら設定します。 

 
 
画面の例では、年齢欄に入力時の年齢である「24」が登録されています。しかし、更新契
約書では、生年月日と現在日時から正しい年齢が自動計算されます。 
 

 
 
生年月日が入力されていない場合は、これまで通り年齢を表示します。 
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7-4. 更新案内書、更新契約書（簡易版）に［データ収集］ボタンを配置しました。 
この機能は、更新案内書や更新契約書において、新賃料などの情報をリセット（部屋情報

から再収集）するものです。 
 
更新案内書、更新契約書（簡易版）の右上に配置された［データ収集］ボタンを押してく

ださい。 

 
 
次のダイアログメッセージが表示されます。［OK］ボタンを押すとデータ収集を実行しま
す。 

 
 
データ収集を行うと、新賃料は現行賃料と同額に、契約期間は標準的な新契約期間に戻り

ます。 
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8.「空き物件検索結果」画面にいくつかの機能を追加しました。 
〔→ 目次へ〕 

8-1. 「空き物件情報詳細」ウィンドウに画像表示機能を追加しました。 
「空き物件検索結果」画面にて、詳細を表示したい物件の「選択」をチェックし（複数選

択可）、［詳細］ボタンを押してください。［空き物件情報詳細］ウィンドウが展開します。 

 
 
新しく設けられた「画像表示」チェックボックスにチェックを入れます。 
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すると、［画像］タブが現れ、画像を参照することができます。 

 
 
該当の物件情報、部屋情報に登録した画像がサムネイル表示されます。（画像をクリックす

ると元のサイズが表示されます。）画像上部の帯部分には画像コメントが反映します。 
 
 
8-2. 「並び順」に「物件名」「沿線・駅」を追加しました。 
プルダウンから並び順を選択することで、検索結果を「物件名」順や「沿線・駅」順で並

び替えることができます。 
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8-3. 空き物件一覧表に表示項目を追加しました。 

 
 
新たに追加された項目は「① 物件種別」、「② 駅距離」、「③ 構造」、「④ ペットチェック」、
「⑤ BT別チェック」です。 

 
 

④ 

⑤ ③

① 

② 

※ 画面は「空き物件情報印刷 1」（B4 横タイプ）ですが「空き物件情報印刷 2」（A4 縦タ
イプ）も概ね同様です。ただし「空き物件情報印刷 2」には設備チェック欄がないため、「④ 
ペットチェック」、「⑤ BT別チェック」はありません。 
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9. 契約一時金・入金情報関連の機能追加及び仕様変更を行いました。 
〔→ 目次へ〕 

9-1. ［領収証］を追加しました。 
入金情報詳細画面に［領収証］ボタンを配置し、家賃の領収証を発行できるようにしまし

た。持参払の場合等にご利用ください。 
 
領収書を発行するレコードをクリックしてから［領収証］ボタンを押します。 

 
 
次のように出力されます。 

 
 
金額には入金額が反映します。入金額がちょうど一か月分でない（入金額が多い、また少

ない）場合は［詳］ボタンから直接金額を入力します。領収証発行後に「分納」や「繰越」

の処理をしてください。 
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9-2. 契約一時金に「報告日」を追加しました。 

 
 
使用方法は入金情報における「報告日」と同じです。この日付は契約一時金の収支報告書

への反映に影響します。 

 
 
画面の例では報告日を調整し 12月分の収支報告書にこの契約一時金の情報を反映させまし
た。「日付」には入金日が反映します。（収支報告書から直接打ちかえることも可能です。） 

 
 
※ 例に使用した画面は［契約一時金管理画面］ですが、［部屋情報詳細画面］→［契約一
金］タブも同様です。 

 
時
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9-3. 「報告日」（入金情報）の一括設定、クリア機能を追加しました。 
入金情報管理画面に［報告日設定］［報告日クリア］ボタンを配置しました。スクロールバ

ーを右に移動させると画面に表示されます。 

 
 
「報告日」に設定したい日付を入力し［報告日設定］ボタンを押してください。 

 
 
次のダイアログボックスが表示されます。 

 
 
［はい］をクリックすると、画面に表示されている全ての入金情報に設定した「報告日」

が入力されます。 
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従って、本機能は入金情報の一括入力機能と同様、必ず検索を用いて、報告日を設定する

入金情報のみを画面に抽出する必要があります。 

 
 
登録済みの報告日をクリアする場合は、［報告日クリア］ボタンを押します。 

 
 
次のダイアログボックスが表示されます。［はい］をクリックしてください。 

 
 
表示されている全ての入金情報の「報告日」がクリアされます。 
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9-4. 支払者区分別に督促状を作成できるようにしました。 
督促状作成画面に「督促状を支払者区分別に出力する」チェックを配置しました。 

 
 
支払者名の背景が薄緑色に表示されているのが「支払者区分：入居者」のレコードです。 
「督促状を支払者区分別に出力する」チェックを入れると、次のように表示が入居者名に

切り替わります。 
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「督促状を支払者区分別に出力する」がチェックされた状態で、督促状（催告状）を出力

すると、入居者宛に督促状（催告状）を作成することができます。 

 
 
 
9-5. 請求書一括印刷時に選択した請求書のみを出力できるようにしました。 
出力する契約者の「印刷」にチェックを入れ、一括印刷（緑色のボタン群）をしてくださ

い。 

 
 
選択した契約者分のみ請求書や宛名ラベルが出力されます。
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9-6. 請求書において固定費の表示を支払者区分から判断して出力できるようにしました。 
請求書入力画面に「固定費の表示を支払者区分から判断する」チェックボックスが追加さ

れています。 

 
 
このチェックボックスは、法人契約などの場合で、その他項目（変動費）の支払者が「入

居者」であるときに利用します。「固定費の表示を支払者区分から判断する」にチェックを

入れると、支払者区分に応じた請求書が作成されます。 
下の画面は入居者支払項目が「共益費」「その他（変動費）」で、「賃料」は契約者（法人な

ど）が支払う場合の例です。この場合、チェックを入れると請求書に「賃料」が表示され

ません。 
＜チェック無し＞             ＜チェック有り＞ 

    

37 



 

10. 収支報告関連の機能追加及び仕様変更を行いました。 
〔→ 目次へ〕 

10-1. 収支情報一括作成機能において当月分以外も作成できるようにしました。 
一括作成する月分を入力し、［追加］ボタンを押してください。 

 
 
次のダイアログメッセージが表示されます。 

 
 
［はい］を押すと、次のように収支報告をする物件の指定月収支情報が一括作成されます。 
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収支報告の有無は物件情報詳細画面で設定します。一括作成の対象は「収支報告する」に

チェックが入っている物件です。 

 
 
 
10-2. 収支情報検索画面に「送金」チェックを追加しました。 
貸主に送金済みの場合にチェックを入れることで、送金の有無を管理することができます。 

 
 
送金状態（チェックの有無）を検索条件に、収支情報を検索することができます。 
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10-3. 月次報告書表紙に自社情報が表示されるようにしました。 
マスターデータ登録画面で登録した自社情報が反映します。 
 

 
 
 
 
10-4. 収支報告書に物件管理番号を表示します。 
次のように表示されます。物件管理番号は物件情報詳細画面から登録します。 
 

 
 
※ 画面は「月次収支報告書」ですが「賃料等清算明細書（送金内訳書）」にも同様に物件
管理番号が表示されます。 
 
 
10-5. カーソル位置（選択レコード）を保持するようにしました。 
収支情報を操作しても、カーソル位置が先頭レコードに戻らないようにしました。 
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11. 銀行選択画面に「支店」チェックボックスを追加しました。 
〔→ 目次へ〕 

このチェックボックスは銀行登録時に支店名の末尾に「支店」を自動入力するためのもの

です。登録した銀行は様々な帳票に反映します。 
 
まず、［振込先登録画面］から  ボタンを押し、銀行登録画面を展開します。 

 
 
「支店」チェックを設定してください。 

 
 
チェックを入れた状態で銀行を選択すると、次のように「支店」が自動入力されます。（チ

ェックによる自動入力を利用せず、直接手入力することも可能です。） 

 
 
ただし、支店名カナに「ｼﾃﾝ」は自動入力されません。ここも直接編集することは可能です

が、カナは銀行とのデータ通信を利用する場合に関わる部分ですので、通常は変更しない

ことをお勧めします。 
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12. バックアップ時に自動作成されるコピーについて設定できるようにしました。 
〔→ 目次へ〕 

以前のバージョンでは、バックアップ処理時にバックアップデータのコピーが賃貸名人フ

ォルダ（インストールしたフォルダ）に自動作成されていました。 
これは、バックアップデータを誤操作で削除してしまった場合等のデータ復旧が期待でき、

データの保全面において有効なのでが、その分ディスク容量を多く消費する等の問題があ

ります。 
そこで、本バージョンからコピー作成の有無、作成する場合はその場所を指定できるよう

に変更しました。 
 
まず、データベース管理から［バックアップ］ボタンを押します。 

 
 
「バックアップ」ウィンドウが展開します。［設定］ボタンを押してください。 
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「バックアップ設定」ウィンドウが展開します。コピーを作成する場合は「バックアップ

データのコピーを作成する」にチェックをいれてください。コピーを作成しない場合は［閉

じる］ボタンで「バックアップ設定」ウィンドウを閉じます。 

 
 
チェックを入れると、コピー作成先が入力できるようになります。コピー先をフルパスで

入力するか、［参照］ボタンから選択してください。 

 
 
設定が完了したら［閉じる］ボタンを押し「バックアップ設定」ウィンドウを閉じます。 

 
 
指定した場所に、バックアップのコピーが作成されます。 
ファイル名は「CMeijinBU○○(日付時刻).dmp」と自動付与され、上書きはせずにストッ
クしていきます。 
 
※ 本機能は、バックアップ処理時にコピーを自動生成するもので、バックアップ自体を自
動的に行う機能ではありません。大切なデータを失わないために定期的にバックアップ作

業を実施してください。 
 
 
 
 
13. 不具合の修正 

〔→ 目次へ〕 
2007年 11月 30日までに、弊社テスト環境で検出された不具合並びにお客様からご報告い
ただいた不具合は全て修正致しました。 
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